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○印は変更しないこと 

本発表要旨は、発表会当日、会場で来場者に配布されるので、分かりやすい内

容・表現とするよう心がけてください。 

 

【禁止事項】 

1. 原稿サイズは、Ａ４定型とし、様式の変更は行わないでください。 

2. 左上の丸印の位置を移動させたり、丸印に文字を重ねて入力しないでください。 

3. 本様式の下線部より下には記載しないでください。 

 

【書式】 

1. フォントについては、MSゴシック11ポイント以上を基本とします。 

2. 行間については、１行以上で1.25行を基本とします。 

3. 「タイトル」・「所属・氏名」については、背景の緑色の部分に収めてください。また、所属

の記入に関しては、「森林管理署等名 ＋ 役職名」まで記載してください。 

4. 「研究の背景・目的」などの項目名は、適宜変更、追加、削除することは差し支えありません。

また、配置、分量などについては、作成者の裁量とします。 

5. 文末等は、「です、ます」調で統一してください。 

 素材生産事業や森林整備事業については、機械化等による省力化が進められているが、収穫調査につ
いては人力に頼らざるを得ないことから、トータルでの省力化を進めるに当たっては、調査手法自体に
ついても省力化・簡素化を図る必要があります。 
 この手法の一つとして、林分の蓄積把握に活用されている汎用技術であるビッターリッヒ法に着目し、
収穫調査への適用に向けた課題とその解決策について検討を行いました。 
 

１ ビッターリッヒ法を収穫調査に適用する際の課題と対応
策 
（１）適切な調査地点数の確保 
 ビッターリッヒ法は、通常行われている標準地調査とは異
なり、例えば林地面積の５％分をサンプル調査するためには、
調査地点をいくつ確保すれば良いかを判断する基準が示され
ていませんでした。 
 このためビッターリッヒ法での仮想円を、通常行われてい
る標準地面積と仮定する手法を考えました。 
 具体的には、胸高断面積定数（K）を４とした場合、その
臨界角度は２°１７′３２″となり、例えば胸高直径２０ｃ
ｍの立木であれば、調査点から約５ｍ先のものまで測定可能
になります（図１）。 

 この調査点から立木までの距離を半径とした仮想円が、標
準地調査のプロット面積に相当することを踏まえて、調査点
数を求めることが可能となります（表１）。 

（２）径級階情報の入手 

 ビッターリッヒ法では径級情報は入手できないことから、
別途径級情報を取得する必要があります。このため、上記（
１）により設定した全ての調査地点において、カウント対象
となる立木の胸高直径を測定します。 

２ 具体の収穫調査 

 収穫調査の対象となる林分内の立木については、素材生産
や立木販売に供される程度の径級（ここでは２０cm程度を想
定）を有していることから、３点／haの調査地点を確保した
上で、ビッターリッヒ法により蓄積を測定するとともに、カ
ウント対象となる立木の胸高直径を測定します。 

 これら測定結果を面積拡大することにより、通常行われて
いる標準地調査（面積拡大）と同程度の精度と情報を有する
調査が可能となります。 

 

２ 具体の収穫調査 

 収穫調査の対象となる林分内の立木については、一定の胸
高直径（ここでは20cm程度を想定）を有していることから、
間伐を前提とした収穫調査を行う場合、3点／haの調査地点を
確保した上で、ビッターリッヒ法により蓄積を測定するとと
もに、カウント対象となる立木の胸高直径を測定します。 

 これら測定結果を面積拡大することにより、通常行われて
いる標準地調査（面積拡大）と同程度の精度と情報を有する
調査が可能となります。 

 （２）径級階情報の入手 

  ビッターリッヒ法では径級情報は入手できないことから、別途径級情
報を取得する必要がある。このため、上記（１）により設定した調査プロ
ットの全てで、カウント対象となる立木の胸高直径を測定します。 

 

３ 考察に伴う現地検証 
 標準地調査法による収穫調査済みの箇所で、ビッターリッ
ヒ法による収穫調査を実施・比較検討し、精度と作業効率を
総合的に判断しながら一定の精度が保てるような目安となる
基準や、検査方法の確立に取り組みます。 
  

 図１  臨界角度と測定範囲との関係 


